




我が国で最も発現頻度の高い口唇口蓋裂について出生直後の母子に対するよりよい care

をめざしてその対応について愛知・岐阜・三重の東海地方において我々の試みを実施した。

最近の口唇口蓋裂専門病院における本症治療の充実には目覚ましいものがあるが,患児出

生直後より初診までの管理については,いまだ十分とはいえない。我々は従来より厚生省

「先天異常モニタリング」の研究として,出産施設における本症出生の実態とその対策に

ついて研究を行ってきたが,その経過の中で出生ちょくごの母親は,口唇裂 36%,口唇口蓋

裂では 30%程度の母親が自殺を考えており,精神的に不安定であるが,それは患児出産直後

より 1 週間以内が最も状態が悪いということを確認しており,出産直後の母親に対する対

策として下記の如き項目について実施した。

(1)出産直後母子に最初に接する産科医,看護婦,助産婦を対象にした講演会やパンフレッ

ト等を通じた本症への理解へのはたらきかけ

(2)手術前後の写真を付した患者説明用の図譜の出産施設への設置(これは現在では,厚生

省児童家庭局母子衛生課の監修のもとにおぎゃあ献金の基金より全国の出産施設に設置さ

れている)。

(3)口唇口蓋裂親の会「たんぽぽ会」と協力して作製した同会機関紙の総集編ならび同会

が説明用パンフレット,入会案内などの生産施設での設置

(4)口唇口蓋裂治療の手引き書の出産施設での設置

(5)全国の多数の施設,親の会と協力して哺乳など出生直後に必要な知識をまとめてビデオ

の出産施設での設置

またさらにこれまでの調査結果をふまえ,東海地区のすべての保健所の保健婦,看護婦,衛

生士を対象に口唇口蓋裂児出生直後の母子対策に必要な事項についての講演会の実施を予

定した。


